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プロフェッサーオブ、ザイヤーを受賞して

学部、大学院の講義や卒論指導や修論指

導などをふくむ教育活動、さまざまな大学

の業務、科研などをふくむ研究活動、学会

活動、まじめにこなすほど多忙きわまりな

い。十分な準備ができないまま講義にのぞ

むこともおおい。くわえて、「琉球語入門j

は、自作のテキストを使用した試行錯誤の

連続だ、ったので、満足のいく講義はすくな

かった。そんななかで、自分がプロフエツ

サーオブザイヤーをもらえるなんて想像だ

にしていなかった。しかし、今回受賞でき

たのは、受講生が私の講義の趣旨に理解を

しめしてくれたおかげなのであろうと、す

なおに喜びたい。

なぜ「ウチナーグチ入門Jか

現在開講している「琉球語入門 1J r琉球

語入門 llJ は「ウチナーグチ入門(初級)

1 J rウチナーグチ入門(初級) llJを改称

したものである。その「ウチナーグチ入門

(初級) 1 II Jも「沖縄語概説Jを改称し

たものである。 2度の改称は、琉球列島で

話されてきた固有の言語である琉球方言が

若い世代へ継承されず消滅の危機に瀕して

いる現状にかんがみて、マイノリティの言

語の教育をめざした講義が提供できないか

とかんがえたためである。通常の語学教育

を超えて、ローカルからグローパノレをかん

がえるきっかけをつくり、マイノリティの

言語についてかんがえることによって言語

の本質についての理解をすすめたいという

ねらいもあった。

「ウチナーグチ入門(初級) 1 Jは、沖

縄文化に対する関心のたかまりもあって、

つねに百人以上の学生が受講した。「ウチナ

ーグチ入門(初級) llJは、「ウチナーグチ

入門(初級) 1 Jを受講した学生に限ると

いう履修条件をつけた。週一回、しかも半

期 15回しか開講されない講義では受講生

に十分な語学力を身につけさせることはで

きない。それは英語やドイツ語、中国語や

韓国語と同じである。そこで前期、後期を

「琉球語入門」担当狩俣繁久(法文学部)

とおして受講した学生に一定程度以上の力

をつけたいとかんがえたのである。講義内

容を深化させたいし、ゆくゆくは中級や上

級のクラスを開講できたらとかんがえて、

講義名にカッコつきで初級とした。

講義では、テキストを毎回作成して配布

した。既存のテキストに満足できるものが

なかったからである。ないのはテキストだ

けではなく、手頃な値段の、っかいやすい

辞典もなかったし、文法書にいたっては 1

冊も存在しなかったし、今も存在しない。

キャッチフレーズ(目標)を「牧志公設

市場のおばあちゃんとウチナーグチで買い

物ができるようになるまで」とした。テキ

ストは、文法を重視しながら、簡単な会話

ができるよう工夫した。 11課コトパは何を

ったえるかJ12課それはなんですかJ14課

その餅はいくらですかJ15課それはなんと

いう野菜ですかJ18課それはどこの豆腐で

すかJ19課何をたべますかJ112課北谷に

行きますJ117課何を食べたのJ120課ニガ

ウリは苦いです」等々。

「琉球語入門Jへの改称

しっかりとウチナーグチの力をつけさせ

るには、他の外国語科目のように週 2回の

クラスをすくなくとも 1年間60回講義する

必要がある。そのためには 60課分のテキス

トが必要で、中級のクラスを 1年間開講す

るにはさらに 60課必要である。試行錯誤し

て 50課ちかくまでテキストを試作したが、

目標の半分も達成できないまま、 2006年度

に「ウチナーグチ入門(初級)Jから「琉球

語入門Jに改称した。

ウチナーグチは、沖縄島および周辺離島

で話される方言の民間呼称である。沖縄県

民の人口約 130万人のうち、八重山諸島に

5万人、宮古諸島に 5万人が住んでいる。

那覇方言、首里方言を中心にしたウチナー

グチは、沖縄県内にあってマジョリティの

言語であり、周辺の弱小の方言に影響をあ

たえている。日本全体の 1パーセントの人
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口しかないマイノリティの言語である琉球

方言にもマジョリティとマイノリティがあ

るのである。方言では意思の疎通がはかれ

ないほど言語差のおおきい弱小の方言が数

おおくある。あまり知られていないが、琉

球列島は多言語社会なのである。しかし、

弱小方言ほど危機的な状況はいっそう深刻

である。

ラジオやテレビのコマーシャルなどに使

用される言語もウチナーグチであり、沖縄

芝居や沖縄民謡の言語もウチナーグチであ

る。首里方言の語葉を 1万 5千語掲載した

『沖縄語辞典』もあるし、入門書もいろい

ろ出版されている。「沖縄語普及協議会Jrう
ちなあぐち会」などの団体や講座もあちこ

ちにある。そんな状況のなかで、琉球大学

だからこそマイノリティのなかのマイノリ

ティの言語の学習をめざした講義があって

もよいのではないかとかんがえた。そこで、

宮古諸島の方言、八重山諸島の方言、奄美

諸島の方言など、どんな方言でもおしえる

ことができる「琉球語入門Jに改称したの

である。

まずミャークフツ(宮古諸島の方言)を

おしえることにした。受講生は激減した。

予想どおりではあった。「ウチナーグチ入

門Jにもどせば、受講生はふえるかもしれ

ない。需要と供給の原則に反するが、マイ

ノリティの言語を指導する講義があっても

よい。ミャークフツ入門のテキストを試作

しては講義で実践し、少し改訂しては講義

で使用した。沖縄島では生きたミャークフ

ツを聞く機会はほとんどなく、ミャークフ

ツのテープやビデオ教材などもないので、

ミャークフツのシンガーソングライターの

下地勇の CDを聞かせている。歌調を解説

し、そこにでてくる表現を応用した練習問

題をつくった。

研究と教育と

講義で紹介するみじかいことわざにもさ

まざまな文法形式がみられる。下地勇の歌

ともなると、 1曲の歌詞にもたくさんの単

語と、さまざまな文法形式がでてくる。単

純な表現ばかりではない。しかし、まだ不

明なことばかりなので、講義中に立ち往生

することもしばしばである。

どんな小さな島の方言も固有の体系をも

った言語であり、言語の機能という点で英

語や日本語と同じである。簡単なあいさつ

や日常会話だけでなく、英語や中国語など

の大言語と同じように、どんなに高度で複

雑な考えも、微妙で繊細な感情も表現でき

るミャークフツの運用能力を身につけさせ

たい。

しかし、消滅に瀕するマイノリティ言語

のおおくは、研究者もすくなく研究もおく

れている。辞書も文法書もテキストもない。

ミャークフツも例にもれず、特定の分野の、

限定的なテーマの研究論文や調査資料はあ

るが、テキスト作成の参考となるものはほ

とんどない。もちろん受講生用の辞書も文

法書もない。

いまもっとも優先すべきことは、母語話

者が健在なうちに、できるだけおおくの調

査と研究をすすめ、大量の資料を収集して

おくことである。そして、その成果として

辞書と文法書と整備されたテキストを用意

することができるのである。

自分の生まれ育った土地の方言を自由に

話せるようになりたい人、居住する土地の

方言での会話を楽しみたい人、さまざまな

表現活動をおこないたい人の希望をかなえ

る、あるいは、地元の人々の「言語権j を

保障するには、限定したテーマにしぼった

従来の研究ではダメである。できるだけ網

羅的で詳細で総合的で体系的な研究が必要

である。

共通教育の「琉球語入門j は、研究と教

育をどうむすびつけるか、教育と事離しな

い研究とはどのようなものか、大学での研

究と教育がこの地域の未来とどうかかわる

のかをおしえてくれた。受講生たちがその

ことをすこしでも理解してくれたので、ある

ならうれしい。そして、講義をとおしてマ

イノリティの言語の学習も可能であること

もわかった。
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